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全国土地改良事業団体（会長・二階俊博和歌山県土連会長／自民党幹

事長）が主催する「農業農村整備の集い－農を守り、地方を創る予算の

確保に向けて－」が、11月15日午後１時30分から、東京千代田区・砂防

会館別館シェーンバッハ・サボーで開催され、駆けつけた130名からの国

会議員を含め、1000名を超える土地改良関係者が全国から参集（本県か

らは25名が参加）した。 

主催者挨拶で二階会長は「今、土地改良は、この９月に施行された改

正土地改良法を基軸に新たな展開を図る大きな節目の時にあり、その具

体化のための平成30年度予算の編成時期を迎えた。更には平成29年度補

正予算もいま論議している最中であるが、これを実りあるものにするためには、我々が一致団結して頑

張らねばならない」と更なる結集を呼びかけた。また、来賓として出席した齋藤健農林水産大臣、竹下

亘自由民主党総務会長、塩谷立同選挙対策委員長、森山裕同国会対策委員長、井上義久公明党幹事長、

そして進藤金日子都道府県土連会長会議顧問も祝辞の中で、ＮＮ予算の確保はもちろん土地改良の前進

に尽力することを表明した。事例発表では、水土里ネット南紀用水から、地域農業を支える南紀用水の

しくみや地域の取組みなどについて報告があった。式典最後には、静岡県土連の小松専務理事が要請案

文を朗読、採決が行われた後、宮城県土連の伊藤会長の音頭でガンバロウ三唱を声高らかに唱和し、予

算確保へ一致団結することを誓い合った。閉会後には、各都道府県代表者が、農水省などを訪れ要請書

を手渡した。 

≪要請内容の概要≫ 

１．平成30年度当初予算の満額確保および平成29年度補正予算の措置を講ずること 

２．改正土地改良法を積極的に活用し、農業者負担を求めないほ場整備等を推進すること 

３．防災・減災対策を国が責任を持って着実に推進すること 

４．水土里ネットが有する技術・経験など持てる能力を十分活用すること 

５．水土里ネットの運営基盤を強化する取組を支援すること  
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島根県農業農村整備推進協議会（会長・長岡秀人出雲市長）と島

根県土地改良事業推進議員連盟（会長・浅野俊雄県議会議員）は11

月13日午後４時から、農林水産省で農村振興局幹部職員との意見交

換会を開催し、46名が参加した。 

第１部では、室本隆司農村振興局次長が「農政の昨今の情勢につ

いて」講演。室本次長は「歴史を踏まえた農業政策の展開が重要で

あること。これからの土地改良はコストカットを行い儲かる農業を

につなげなければならない。本年度予算は補正を含め大幅削減前の

水準を確保できたが、その間にカットされた予算は充足されておらず、全国要望を満たすためには5772

億円では不足していることから、今後の事業採択においては経営規模の拡大と儲かる農業を実践する地

区に予算が重点的に配分される」と解説した。また、同局整備部設計課の荻野憲一技術調査官が平成30

年度予算概算要求の概要などについて説明した。第２部では、同局の各事業担当幹部職員が出席し、一

問一答形式で各出席者らの地域が抱える諸課題について要望や質疑が出された。 

■推進協議会が農水省などに要請活動 

推進協議会の長岡会長と島根県農地･水･環境保全協議会の山碕英樹会

長（飯南町長）は14日、財務省、農林水産省、県選出国会議員らに対

し、地域の実情・要望に柔軟に対応できる農業農村整備事業の推進につ

いて要請活動を行い、長岡会長はそれぞれに対し「我々関係者も国の目

指す農業政策に即した基盤整備の推進を目指している。県内では平成34

年までの基盤整備要望地区が31地区に上っているが、そのための予算は

十分とは言えず、順番待ちをしている状況にある。是非ともこれらの要

望地区が早期に事業着手出来るよう、当初予算で予算化できるよう強く

要望する」と訴えた。これに対し竹下亘自由民主党総務会長は「県内の実情、とりわけ中山間地域農業

の衰退は懸念している。中山間地域は土地改良を進めていかないと集落がなくなっていく。土地改良事

業は今後の日本をどう作っていくかを背負った事業である。皆さんと一緒になって予算確保に向けて闘

っていく」と応じた。 

 

  

農村振興局と意見交換会 
島根県農業農村整備推進協議会 

意見交換会の様子＝13日･農林水産省北別館7階
会議室 

[要請書]（抜粋） 

１．平成30年度農業農村整備関係当初予算について、農業の競争力強化と国土強靭化対策を計画的に推進する
ため、地域の要望に十分応えられる規模を確保すること 

特に、地域の要望にきめ細かな対応ができる農山漁村地域整備交付金について、予算の充実を図ること 

２．中山間地域等の条件不利地域の農業振興を着実に進めるため、中山間地域農業ルネッサンス事業等につい
て、十分な予算を確保すること 

３．日本型直接支払制度の多面的機能支払交付金について、地域の活動組織が安心して取組めるよう地域の要
望に応じた十分な予算を確保すること 

４．強い農業の構築と地域経済の好循環を図るため、平成29年度における農業農村整備関係予算について、追
加的な予算措置を講ずること 

竹下総務会長に予算確保などについて

要請を行う長岡会長＝14日･自民党本部

総務会長室 
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農林水産省農村振興局主催による平成30年度予算概算要求に係る

説明会及び意見交換会が10月31日、松江市の土地改良会館大会議室

で開催され、県内の農業農村整備事業に関わる行政機関や土地改良

区などから約140名が参加した。 

第１部の説明会では、同局水資源課の植野栄治施設保全管理室長

が開会挨拶に併せ平成30年度当初予算概算要求の概要について説明

した。植野室長は「現状の予算では現場のニーズに応えられていな

い。30年度予算では対前年度比125％の5020億円を要求した。概算

要求のポイントとして、農業競争力の強化、国土強靭化対策、働き方改革（ＩＣＴ導入による水管理労

力の軽減等）、改正土地改良法を踏まえた農地バンクと連携したほ場整備など」と解説。水稲から高収

益作物への転換及びコスト削減を進め担い手の育成につなげたいと語った。その後、同局設計課の渡部

光紀農業土木専門官が、改正土地改良法の施行、新規・拡充事業や

概算予算要求の詳細について説明した。 

第２部の意見交換会は、国、県、市町村、土地改良区の代表者ら

40数名が出席。中国四国農政局瀧川設計課長の進行により市町村、

土地改良区の代表からそれぞれ発言があり、現場の要望に応えられ

る当初予算の確保や交付金の増額、補正予算、事業制度拡充などに

ついて数多くの要望や意見が出され、活発な意見交換の場となっ

た。 

本会の第２回役員会が11月14日、東京都千代田区平河町の都道府県会館島根県東京事務所会議室で開催

された。 

開会挨拶をした長岡秀人会長（出雲市長）は、昨日の農村振興局との意見交換会参加へのお礼と伴に、

「平成30年度予算の確保に向け、本会も関係機関と連携し要望していきたい。役員の協力をお願いする」

と挨拶した。役員会は始めに、山碕英樹副会長（飯南町長）と長﨑泰樹専務理事を議事録署名人に指名。

その後長岡会長が議長となり提出議案の審議が行われた。提出議案は５議案で、いずれも全会一致で承

認・可決された。総会開催日時については、審議の結果、平成30年２月２日(金)に開催することが決定

した（詳細日程(案)については次頁参照）。提出議案は以下のとおり。 

第１号議案  会務報告 

第２号議案  平成28年度事業報告及び会計収入支出決算について 

第３号議案  平成29年度一般会計収入・支出補正予算(案)について 

第４号議案  第60回通常総会開催日時について 

第５号議案  その他（新規職員採用選考結果について）  

水土里ネット島根 第２回役員会 

 農業農村整備事業に関する説明会 

説明会の様子＝10月31日･島根県土地改良会館 

意見交換会の様子＝10月31日･島根県土地改良
会館 
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11月14日開催の本会役員会で、県土連｢第60回通常総会｣の開催日時が決定されましたのでお知らせし

ます。また当日は｢島根県農地・水・環境保全協議会通常総会｣などの会議も開催されます。 

詳細につきましては、後日、改めてご案内します。 

平成３０年２月２日(金)開催の会議スケジュール(予定) 

開始時間 会 議 名 

10：30 島根県農地･水･環境保全協議会 理事会 

11：00 島根県農地･水･環境保全協議会 通常総会 

11：40 島根県農業農村整備推進協議会 通常総会 

13：00 土地改良功労者表彰式（受付は､12:20から） 

13：50 島根県土連 第６０回 通常総会 

15：00 農業農村整備事業関係予算概算決定に関する説明会(農水省主催)（予定） 

注１）各会議の開催会場は「島根県土地改良会館(県土連)会議室」です 

注２）各スケジュールは、11月末時点でのものです。(今後、変更される場合があります) 

注３）問合せ先・・・県土連・総合調整グループ福島（TEL.0852-32-4141） 

 

開催日 行  事  等 開催地 

12月 1日(金) 換地計画実務研修会(2日目) 県土連 

12月18日(月) 多面的機能支払交付金 事務･実務研修会(東部) 松江市 

12月22日(金) 多面的機能支払交付金 事務･実務研修会(西部) 浜田市 

県土連★年末・年始カレンダー ○：通常業務 
１２月 １月 

２７ ２８ ２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ ５ 

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 

○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○ 

 

 

12 月の主な予定 

｢水｣｢土｣｢里｣ 

の未来を創造し働きます 

「水」‥‥農業用水や地域用水 

「土」‥‥土地や農地 

「里」‥‥農村空間、農家や地域住民が一体となった生活空

水土里ネット島根 （島根県土地改良事業団体連合会） 

〒690-0876 島根県松江市黒田町432-1 島根県土地改良会館 TEL 0852-32-4141 

ホームページhttp://www.shimanedoren.or.jp/ メールsmndoren@shimanedoren.or.jp 

み ど り 

速報！ 県土連｢第60回通常総会｣開催日程 


